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寄贈品 

視聴覚教材 ：①ＣＡＮＯＮ デジタルスチルカメラ   ２台 

体験学習用具：②家庭用電動耕運機 耕す造       １台 

       ③スロープ 折りたたみ・持ち運びタイプ １個 

       ④視覚障がい者体験Ｂセット       ４セット 

       ⑤疑似体験セット            ２セット 

       ⑥高齢者疑似体験用具（腰まがりベスト） ２セット 

 

活用状況   

（使用者、使用内

容、使用頻度等） 

①６年生 
 児童は「国際理解・親善」の観点から行った古着の再利用の学習において、
活動の様子等を撮影し、校内外への古着回収の呼びかけや２月の活動報告
において写真や動画を発信した。 

②５，６年生 
 「奉仕」の観点から栽培している学級園の野菜を植え替える際、教職員の
指導の下、耕運機を用いた。季節ごとの植え替え時期に使用しており、仕
事効率が上がるとともに、まんべんなく耕すことで野菜の生育状況がよく
なった。 

③３・４年生 
 「人権・命の教育」として行っている福祉体験（車椅子体験）において使
用し、手足が不自由な方の支援の在り方を学んだ（７月「校内トレセン」、
１月 総合的な学習の時間）。 

④⑤⑥３・４年生 
 例年、福祉教育として視聴覚障がいの方をお招きして学習しているが、令
和３年度は新型コロナウイルス感染症の拡大により、自校での学習となっ
た。１月の福祉体験学習において、視覚障がい体験セット、高齢者疑似体
験セットを活用することにより高齢者や障がいがある方の日常動作を体
験することができた。 

申請当初の 

目的達成状況 

 寄贈していただいたどの教材も各活動において有効に活用することがで

き、申請当初の目的を十分達成することができた。 

 

教育的効果に 

ついて所見等 

 本校の教育活動の基盤として大切にしている「青少年赤十字」の精神を育 

成するために、実践目標である「奉仕」「国際理解・親善」「健康・安全」に 

関する活動を６９年間継続している。本教材を活用することにより、子ども 

達がさまざまな体験を通して、より主体的に活動することができ、「青少年 

赤十字」の精神を育成する上で高い教育的効果が得られた。                            



 活用状況の写真等（当日の様子など） 

① ６年生 「古着回収」活動報告 

 ６月２９日（火）にユニクロの方をＧＴとしてお招きし、「国 

際理解・親善」の観点から古着再利用の学習を行った。半年ほど 

校内や地域に呼びかけたり、２月の学習発表会で活動を報告した 

りする際の資料として写真や動画を撮影する際、子ども達は「デ 

ジタルスチルカメラ」を活用させてもらった。操作が簡単で使 

いやすく、その他の場面でも頻繁に活用した。 

 

② 全学年 学級園での野菜作り 

 本校では、「奉仕の教育」として、学級園で年間を通した野菜栽培を行い、家庭や地域に販売した収益金

を募金している。春野菜、夏野菜、冬野菜と植え替えを行っているが、収穫後次の種まきや苗植えのため 

            に畑を耕している。学級園がブロックで囲まれた少し高いところにあるため、こ

れまで職員が鍬で耕していたが、コンパクト耕運機を使うことにより、楽になり 

            作業効率があげることができた。はじめは安全面から職員が使用していたが、 

            とてもコンパクトで子どもでも安全に使えることが確認できたため、担任が横 

            に付いて子ども自らの手で作業することができるようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

③④⑤⑥ ３・４年生 福祉体験 

 ・校内トレセン ７月１５日（木） 

   本校では青少年赤十字の年間行事として校内トレセンを行い、災害時の 

救助活動や調理、福祉体験を実施している。車椅子体験では、これまで跳 

び箱の踏み切り板やマットを用いて坂や段差を作っていたが、スロープを 

用いることにより、実際の段差を解消することの大切さを学ぶことができ 

た。簡易スロープは軽くて使用しやすく、実際にけがをして校内で車椅子 

を使用する必要が生じた場合にも活用することができる。 

 ・認知症サポーター養成講座 １月２０日（木） 

   福祉課の方をＧＴとしてお招きし、認知症についての学習を行っている。まず、お 

  年寄りのことを知るために、高齢者疑似体験用具を着用し、腰が曲がって思うように 

動けないことや視野がはっきりしないことを実感した。高齢者と共に生活している家 

庭が多く、お年寄りの立場で接することの大切さを体験を通して学ぶことができた。 

 ・視聴覚障がいについての福祉体験 １月２６日（水） 

   例年は視覚障がい、聴覚障がいの方をお招きして学習 

  していたが、令和３年度は感染症の拡大により自分たち 

  での学習となった。今回、疑似体験セットがあったこと 

  で、障がいがある方の日常生活 

を考え、ルービックキューブや 

パズルなど自分たちの道具との 

違いを体験することができ、福 

祉体験学習を深めることができ 

  た。 

今後の活用見通し・課題 

 寄贈していただいた視聴覚教材、体験学習用具は、どれも子ども達の学習を深めたり、作業の効率化を図

ったりする上で大変有用であり、積極的に活用させていただきます。 



 


